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開会挨拶 

国土交通省総合政策局次長 

福本秀爾 

 
皆さまこんにちは。ただ今ご紹介いただきました、国土交通省総合政策局次長の福本で

ございます。 
 本日は、大変お忙しい中、この、ＥＳＴ普及推進フォーラムにご参加をいただきまして、

誠にありがとうございます。 
 開催にあたりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。 
 この「ＥＳＴ普及推進フォーラム」は、「ＥＳＴ」すなわち、「環境的に持続可能な交通」

と訳しておりますけども、その考え方や取り組みにつきまして、多くの皆さま方にご理解

をいただくとともに、新たなＥＳＴの取り組みの契機となるということを目的として開催

いたすものでございます。 
 この、いわゆるＥＳＴでございますが、もともとは欧州経済協力開発機構、ＯＥＣＤに

おきまして、1995 年から検討が開始されたものでございますが、長期的な視野で、環境面

から交通政策を策定し、実施をするという取り組みといたしまして、地球温暖化に対し、

強い危機感を抱いておられる、欧州諸国で盛んに取り組んでおられるものでございます。 
 そして近年では、わが国におきましても、環境保護の意識の高まりとともにＥＳＴの重

要性が認識されるようになってきておるところでございます。 
 国内におけるＥＳＴの推進につきましては、2005 年４月に閣議決定されました、京都議

定書目標達成計画にも位置づけられておりまして、特に、ＣＯ２に関する地域の環境改善

目標を設定した上で、地方自治体や交通事業者など、あらゆる主体との連携が図られると

いうことが求められてございますので、運輸部門の地球温暖化対策における横断的な取り

組みということで、大変今後の展開が期待されているところでございます。 
 昨年３月には、「ＥＳＴスタート・セッション」と題したシンポジウムを開催いたしまし

た。そこで、国土交通省、警察庁、環境省が 2004 年から取り組んでおります、ＥＳＴモデ

ル事業の現状などを紹介いたしますとともに、モデル事業の各実施地域における取り組み

に関する情報交換を行ったところでございます。 
 本日はお忙しい中、多くの皆さま方にお集まりいただきましたことを大変感謝申し上げ

ますとともに、本フォーラムを通じまして、ご参加いただいた方々の地域において、この

ＥＳＴの取り組みが開始されますことをご期待申し上げまして、私のご挨拶とさせていた

だきます。 
 今日はどうもありがとうございました。 
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開会挨拶 

環境省水・大気環境局自動車環境対策課長 

金丸康夫 

 
ただ今ご紹介いただきました、環境省自動車環境対策課長をしております、金丸と申し

ます。 
 本日は、お忙しい中、多数の方にこのＥＳＴ普及推進フォーラムにご参加いただきまし

て、誠にありがとうございます。 
 ご承知のように、ＥＳＴモデル事業は、事業の発足以来、全国各地の自治体を初め、関

係の皆さま方のご尽力により、着実に推進されておりまして、この場をお借りいたしまし

て、厚く御礼を申し上げます。 
 このＥＳＴモデル事業は、一昨年４月に閣議決定されました、京都議定書の目標達成計

画において、推進すべき事業として、位置づけられておりまして、京都議定書の遵守、2008
年から 2012 年の温室効果ガス削減目標の達成を目指す活動と、それの一環として実施して

いるものでございます。 
 環境省では、国土交通省、警察庁と連携いたしまして、本事業を実施しているところで

ございますが、ＥＳＴを着実に推進するためには、国民一人ひとりがそれぞれの置かれた

状況のもとで、より環境に優しい交通手段を選択していく、そのような意識をもっていた

だくということが重要であり、普及啓発活動が必要であると考えているところでございま

す。 
 このため、環境省といたしましては、各モデル地域における交通利用者のＥＳＴに関す

る意識の啓発。フォーラムの実施を行うことで、ＥＳＴの普及啓発というようなことを行

っているところでございます。 
 また、最近ではこのＥＳＴの活動は、アジア地域において広がりを持ちつつございまし

て、ＥＳＴのアジア地域において共通化された活動とすべく、一昨年８月に名古屋におき

まして、第１回の国際会議が開かれたところでございます。 
 また昨年の 12 月にはインドネシアにおいて、第２回の会議を開催したところでございま

して、更に、この４月には京都におきまして、アジアの市長による、環境的に持続可能な

交通に関する国際会議というようなものを開催することといたしております。 
 都市交通が環境に与える影響ということは、アジア諸国の共通の課題でございまして、

このような面からの国際協力も進めてきているというところでございます。 
 本日のフォーラムは、ＥＳＴの活動を更に推進していく、大変よい機会になると考えて

おります。主催者でございます、環境的に持続可能な交通普及委員会を運営されておりま

す、財団法人交通エコロジーモビリティ財団をはじめといたしまして、関係の皆さま方の

ご尽力に感謝申し上げ、簡単ではございますが私のご挨拶とさせていただきます。 
 本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 
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